
令和８年７月 17日 

第 46回全日本中学選手権競漕大会実行委員会 

レース時の練習水域における 

航行ルールについて（一部修正） 
  

７月 14日に掲載しました航行ルールの「レース時の練習水域における航行ル

ールについて」について、以下のとおり誤りがありましたので修正いたしまし

た。 

 

【修正箇所】 

修理桟橋左の矢印の削除 

 

皆様にはご迷惑をおかけしますが、最新の航行ルールをご確認のうえ、お間違

えのないようご注意ください。 



レース時の練習水域における航行ルール
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・練習水域は時計回りで航行する。

・川は緩やかに蛇行しており、川幅もそれほど広くないため練習水域での接触に

は十分注意すること。

・両岸は雑木の枝がせり出しているので岸への寄り過ぎには注意すること。


